
（詳細別紙２）

地域環境保全功労者功績内容等（都道府県）

県 別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

岩 手 団体 二戸市立福岡中学校科学クラブ 設 立 昭和４２年４月 昭和４２年代から自然保護や環境問題について、調査や研究などの
に の へ し

二戸市福岡字下川又２２－１ 会 員 ７名 活動をしている。特に平成２年から平成９年まで環境庁が主催する

代表 指導教諭 武田 浩康 「樹木の大気浄化能力調査」に毎年、積極的に参加しており、地域に

おける代表的な樹木による大気浄化について調査・研究し、樹木によ
る大気浄化について理解を深めている。さらに、その調査結果を他の

生徒に広めるなど、生徒の環境保全に対する意識の高揚に大きく貢献
している。

宮 城 団体 唐桑海友会 設 立 昭和４７年２月 多年にわたり、唐桑町指定文化財「九九鳴き浜（鳴き砂）」の清
からくわ

本吉郡唐桑町字中井９１－１ 構成員 １４４名 掃、保護活動に努め、自然保護等に貢献するなど環境保全行政に貢献
中井地区公民館内 （遠洋漁業に従事していた している。

代表 会長 橋本 武夫 船員や漁師ＯＢで構成） 創設以来２７年間、公民活動の一環として自然保護、環境保全活動

を行ってきた。年２回の定期清掃の他、役員による巡回、台風の跡の
清掃活動等を行ってきた。

山 形 団体 米沢中央高等学校 設 立 昭和４４年４月 同校の科学部は、同校設立以来３０年間にわたり、東北地方全域を
米沢市中央７－５－７０－４ 構成員 生徒、父兄、教職員 対象として、河川・湖沼・地下水・温鉱泉等陸水の定点的な水質・水

代表 学校長 有路 光雄 合計約５０００名 分調査を行い、報告書にまとめ、各地で発表するなど、広く住民の環
境保全意識の啓発に努めている。

また、同校では、全校生徒に環境家計簿の作成を夏期休暇の課題と

して取り組み、提出された家計簿は処理の上、結果を各家庭にも知ら
せるなど、同校の環境保全に果たした功績は極めて大きい。

福 島 団体 福田婦人団体連絡会 設 立 昭和５３年４月 昭和５３年から地域環境美化活動を率先して行い、地域挙げての活

伊達郡川俣町大字羽田字姥ケ作６ 構成員 ４４５名 動として位置づけるまでになっている。とりわけ花いっぱい運動、ク
代表 会長 中村 ヨネ リーン作戦などを積極的に実施するとともに、古紙、ビン等の廃品回

収も行い、ゴミの減量化、資源のリサイクルにも早くから取り組んで

おり、河川汚濁防止のため生活排水対策にも目を向けるなど、その活
動は他の模範となっている。

（４）



県 別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

茨 城 団体 オオムラサキと森の文化の会 設 立 昭和６３年７月 多年にわたり、国蝶オオムラサキの生息する雑木林の生態系の保全

下妻市大字比毛５５－１ 会 員 １５８名 のため、オオムラサキの森づくり、生息地周辺の美化活動、生息地の
代表 会長 野村 誠一 巡回パトロール、保護のための啓発活動、小海川ふれあい公園自然観

察ゾーンの管理運営などの活動を行い、地域の自然環境の保全に尽力
している。

栃 木 個人 角田 嵩（８０歳） 町保健委員会委員 多年にわたり、大気を汚す野焼きをなくすため、家庭ごみの全量収
つ の だ たかし

那須郡小川町大字小川２８５８ 町保健委員会会長 集に力を注ぎ、新聞、ダンボール、古布類、牛乳パック等再利用でき

小川町保健委員 南那須地区保健委員会連合会 るものは分別収集し、リサイクル法制定前にアルミ缶、スチール缶、
副会長 ビン類の分別に乗り出し、更にビン類の３色分別に至るまで先進的な

取組を率先して行い、リサイクル推進活動に大きく貢献した。
また、家庭の汚水を河川に流さないため、下水道整備に力を注ぎ水

洗化率６３％と近隣市町村で一番となり水質保全に大きく貢献した。

群 馬 個人 久保 誠二（７０歳） 利根郡水上町立水上小学校教 昭和４９年から､群馬県自然環境調査研究会員として､県内の地形・
く ぼ せ い じ

沼田市久屋原町２１１５－６ 諭 地質に関する調査研究を実施し、また、環境庁の第３回自然環境保全
群馬大学非常勤講師 群馬県立高崎高等学校教諭 基礎調査（自然景観資源調査）を始めとする各種調査活動に参加し、

群馬県自然環境調査研究会員 群馬県立沼田高等学校校教諭 数多くの成果を収め、自然環境の解明に多大な貢献を果たしてきた。
群馬大学非常勤講師 更に、講演会や自然教室の講師として自然保護活動の普及啓発に努

め、自然環境保全行政の推進に大きく貢献している。

千 葉 団体 丸山サンクチュアリ 設 立 昭和６０年４月 設立以来、「丸山市民の森」の清掃及び野鳥の餌場や水場を設置す

船橋市丸山２－１７－７ 会 員 １７３名 るなど環境保全に努め、周辺の自然観察会を年間多数行い、指導者を

代表 会長 三神 鶴吉 他の自然観察会に派遣して自然保護後継者を育成するなど自然保護思
想の啓発活動に尽力している。

神奈川 個人 奈良 政治（７５歳） 津久井町議会議員 昭和４５年にみどりの実践団体を結成して以来、現在に至るまで地
な ら ま さ じ

津久井郡津久井町長竹７２ 津久井郡広域行政組合清掃審 元稲生桜山において桜の植樹や草刈り等、緑の保全に努めるととも

農業 議会会長 に、住民による緑化運動の拡大に寄与した。

（津久井郡農業協同組合長） (財)かながわトラストみどり また、平成５年から(財)かながわトラストみどり財団（地域緑化を
財団津久井地区推進協議会長 行う団体、地区の祭り等での苗木の配布等）の地区推進協議会長とし

ＪＡ相模川環境問題対策協議 て、トラスト運動の普及啓発及びトラスト会員の募集に尽力した。
会長

（５）



県 別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

富 山 個人 浦崎 威（５８歳） 富山県公害審査会委員 昭和５７年から富山県公害審査会委員を勤め、公害に係る紛争の迅
うらさき たけし

富山市布瀬町２－４－３８ 速かつ適正な解決に多大に貢献をした。
弁護士 昭和６０年と平成２年の公害紛争調停事件の処理に際しては、調停

委員会委員として、弁護士としての知見を生かして、当事者間の合意
の形成に向けて多大の貢献をした。

石 川 団体 精神障害者小規模作業所 設 立 平成２年９月 施設設立以来、ごみ減量化とリサイクル推進のため、地域と連携を

ひまわり共同作業所 構成員 ５０名 とりながら、郡内及び近隣市町村の牛乳パックの回収を行っており、

河北郡津幡町字加賀爪ハ１２０ 入所者には社会参加意欲と勤労意欲が生まれるとともに、住民には牛
代表 木上 勇 乳パックは大切な資源であるという意識が向上するきっかけとなるな

き が み いさむ

ど、地域の生活環境改善に及ぼした功績は多大なものがある。

山 梨 個人 宮川 睦武（７１歳） (社)全日本トラック協会副会 昭和５１年から山梨県トラック協会理事としてアイドリング・スト
みやがわ ちかのり

甲府市徳行１－８－３ 長（環境対策推進本部長） ップ運動、また、全日本トラック協会副会長として大気汚染・騒音の
山梨県中小企業団体中央会会長 ｢環境首都・山梨｣づくりパー 低減、アイドリング・ストップ運動に取り組んだ功績は多大である。

トナーシップ連絡会議会長 また、全県の小中学校を拠点に環境美化活動と環境学習を行う「全
山梨県アイドリング・ストッ 県親子クリーンアクション」を実施し、２６万人が参加。県内各団体

プ推進会議会長 のパートナーシップを構築した功績は極めて多大である。

岐 阜 個人 坂本 由之（６４歳） さつきの会会長 多年にわたり、市街地を中心に花壇の設置、公共水路における水浄
さかもと よしゆき

郡上郡八幡町島谷４７５－１ いがわの会会長 化実験、水浄化ステッカーの作成配布、用水の自主的管理、講演会等

八幡病院 院長 郡上 川の水の会会長 を行うなど、環境保全活動を積極的に展開するとともに地域の環境保
国際ロータリー会長 全に関する普及啓発活動の推進に多大な貢献をしている。

長良川ビジョン「日本一の清
流」推進委員会委員長

愛 知 個人 河上 省吾（６０歳） 愛知県公害対策審議会委員 多年、愛知県公害対策審議会委員、さらには愛知県環境影響評価審
かわかみ しょうご

名古屋市名東区勢子坊１－１００４ 愛知県環境審議会騒音振動部 査会構成員として、県環境行政の推進に寄与された。

名古屋大学大学院工学研究科教授 会長 特に、飲食店営業等に係る深夜における騒音の規制の見直しに関す

愛知県公害審査会委員 る県公害防止条例の改正等に当たって、中心的な役割を果たされた。
愛知県環境影響評価審査会構 また、県環境基本条例の制定や、県環境基本計画及び騒音に係る環

成員 境基準の地域類型の指定に対する答申に指導的役割を果たされ、県環
境行政の推進に大きく貢献している。

（６）



県 別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績
昭和４２年から昭和４７年にわたり、四日市市の独自制度（公害医

三 重 個人 麻生 國雄（８４歳） 三重県公害対策審議会委員 療費を公費負担）の審査にあたる公害関係医療審査会会長として、認
あ そ う く に お

四日市市諏訪栄町１３－６ 四日市市公害関係医療審査会 定審査及び更新審査の指揮をとり、公害健康被害者を救済するための
麻生医院 院長 会長 同制度の円滑な運用に尽力した。

四日市市公害健康被害者認定 また、昭和４９年から昭和６１年まで公害健康被害補償法に基づく
審査会委員 公害保健福祉事業（転地療養、家庭療養指導等公害患者の健康回復を

四日市市公害対策審議会委員 図る等）の指導に携わるなど地域公害医療、環境保全行政の推進に多
大の貢献をしている。

滋 賀 団体 「びわ湖を守る水環境保全県民運動 設 立 昭和５３年８月 リンを含む合成洗剤から粉石けんに切りかえる「せっけん使用推進

」県連絡会議 構 成 １３７団体 運動」を盛り上げ、滋賀県琵琶湖の富栄養化の防止に関する条例制定

大津市京町４－１－１ の大きな推進力となり、その後も幅広い水環境保全の生活実践と普及
滋賀県庁エコライフ推進課内 啓発活動に積極的に取り組んでおり、県民の意識啓発と琵琶湖をはじ

代表 議長 吉良 龍夫 めとする水環境保全への貢献は特に顕著である。

京 都 団体 京都府立北桑田高等学校 設 立 昭和１９年４月 創設以来５０年以上、林業教育実践を通じて環境保全、緑化、美化
き た く わ だ

北桑田郡京北町大字下弓削 生 徒 ３２２名 活動を実施するとともに、間伐材の有効利用として自校で集成材を生
代表 校長 中野 成治 産し、家具や地域住民の休憩所としてログハウスを製作するなど、木

材のリサイクル活用や地域の環境保全の普及啓発に尽力している。

大 阪 団体 (社)大阪府産業廃棄物協会 設 立 昭和６３年３月 多年にわたり、産業廃棄物の適正処理に関する知識の普及を図るた

大阪市中央区谷町３－４－５ 会 員 ３５８名 め、研修会を毎年開催し、処理業者の資質の向上に努めた。また、不

中央谷町ビル５０２号 法投棄等産業廃棄物の不適正処理を防止するためのキャンペーンにも
代表 会長 國中 賢吉 協力するなど、環境保全行政に貢献した。

さらには、産業廃棄物の適正処理を目指した「さんぱいフォーラ
ム」の開催、「リサイクルフェア」等を通じての環境保全活動に係る

ポスターの展示など地域環境保全の普及啓発活動に尽力している。

兵 庫 個人 田仲 好光（７４歳） 兵庫県鳥獣保護員 ２６年間、県の自然保護指導員として但馬地域の自然環境の巡回監
た な か よしみつ

城崎郡城崎町湯島７８４ 城崎町商工会理事 視（月２回程度）を行い、県への情報提供、自然の利用者に対する指

自営業 城崎町観光協会理事 導などを通じて、県の自然環境の保全と自然保護思想の普及啓発に貢

兵庫県自然保護指導員 献している。
(社)兵庫県猟友会理事 昭和３８年から昭和５５年、昭和５９年から昭和６３年までの計２

１年間、県の鳥獣保護員として、密猟の防止、利用者指導、鳥獣の生
態状況の報告など熱心に活動（年間４５日前後）してきた。

（７）



県別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

和歌山 個人 小山 武信（６１歳） 京都大学工学研究所 ２８年間にわたり、河川の浄化対策事業の長期計画に係る水質・底
こ や ま たけのぶ

和歌山市手平２－５－１９ 京都大学工学部衛生工学教室 質汚染源の追跡調査、工場事業場排水の基準監視測定、休廃止鉱山廃
前和歌山県衛生公害研究センター 和歌山県公害研究所 水の監視測定等の業務に従事し、また、調査研究では、調査測定デー

主任研究員 タの解析評価を行い水質環境に係る科学的根拠や実態を明らかにする
など環境保全行政に熱意を持って尽力してきた。これら果たした功績

は非常に大きく、環境保全行政に貢献してきた。

岡 山 個人 青野 孝昭（６８歳） 倉敷市立児島第一高校教諭 自然環境（特に昆虫）において、卓越した見識と豊富な知識を持
あ お の たかあき

倉敷市大内９３７－８ 倉敷市立自然史博物館館長 ち、多年にわたる調査研究活動等により自然環境の保全に多大な功績

前 倉敷市立自然史博物館館長 岡山県自然環境保全審議会委 を上げている。
員 また、岡山県環境評価技術検討懇談会、岡山県環境審議会専門委員

岡山県環境評価技術検討懇談 として「岡山県環境影響評価等に関する条例」の制定に尽力するな
会委員 ど、昆虫の専門家として環境行政に対して貴重な助言を続けている。

広 島 団体 服部の自然を守る会 設 立 平成３年５月 多年にわたり、河川の浄化、水生生物調査、河川美化運動、ホタル
はっとり

福山市駅家町服部本郷９６－３ 構成員 １５０名 の幼虫の飼育・放流、まちづくりフォーラムの開催など、地域住民と
服部公民館内 一体となり取り組み、地域の環境保全に多大な貢献を行っている。

代表 小川 恵吾

愛 媛 個人 佐藤 晃一（６５歳） 愛媛県自然環境保全審議会 平成６年以来、愛媛県環境審議会の委員（会長、会長代理）、平成
さ と う こういち

松山市東野３－１３－２０ 愛媛県環境保全推進協議会 ２年以来、愛媛県環境保全推進協議会委員として、公害対策、環境の

愛媛大学名誉教授 愛媛県環境審議会委員 保全に関する重要事項を審議、提言し、また、「えひめ環境保全指
愛媛県ごみ処理広域化検討会 針」の策定や「愛媛県環境基本条例」のあり方の検討に当たり中心的

愛媛県廃棄物処理施設設置審 な役割を果たすなど、愛媛県の環境保全全般に多大な貢献をした。
査会委員

等

福 岡 団体 岡垣町婦人会 設 立 昭和３７年１０月 昭和３７年以前から町の清掃活動に積極的に参加し、地域の環境保
おかがきまち

遠賀郡岡垣町大字野間６９７－１ 構成員 ９地域７団体、 全活動に貢献している。また、地域における分別収集の状況をビデオ

代表 会長 木原 伸子 ３１６名 撮影し、各種の環境学習会で放映を行い、住民の環境保全意識の高揚

を図っている。さらに、月２回の定期的な清掃、花の植栽、春・秋２
回の新聞紙、ビン類の回収により積極的にゴミの減量化、資源化に取

り組むなど、幅広い活動を展開、近隣市町の模範となっている。

（８）



県 別 区分 氏名（団体名）・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

熊 本 個人 西岡 鐵夫（６８歳） 熊本県自然環境保全審議会 多年にわたり、自然環境保全審議会委員として、野生動植物保護管
にしおか て つ お

熊本市帯山４－４－１３ 熊本県環境審議会委員 理等について専門的な見地から貴重な提言等を行い、県の環境行政の
熊本大学非常勤講師 熊本県自然保護関係団体等協 推進に寄与するとともに、民間の自然保護団体に所属し、野生動植物

議会初代会長 全般の調査研究、自然保護思想の普及啓発の中心的な推進役として活
熊本県環境影響評価審査会 動するなど、長年にわたり地域の自然環境保全に尽力している。ま

日本野鳥の会熊本県支部長 た、熊本県環境審議会委員としても、県の環境施策の基本方針等を審
等 議し、県の環境施策の適切な推進に貢献している。

大 分 団体 大分生物談話会 設 立 昭和５０年４月 多年にわたり、大分市及び周辺地域において、動植物の生息状況、

大分市上野丘１－２７ 会 員 ４２名 生息環境の変化と人間生活との関わり等の調査を幅広く実施し、調査

代表 会長 佐藤 眞一 結果を会誌等で発表する一方、県や市の環境行政に協力するととも
に、市民に対する啓発活動に努めるなど、地域における自然環境の保

全に尽力している。

宮 崎 個人 黒田 実（６８歳） 延岡市区長連絡協議会会長 多年にわたり、延岡市ごみ減量化対策協議会会長等として延岡市に
く ろ だ みのる

延岡市土々呂町４－４４３６ 延岡市ごみ減量化対策協議会 おけるごみ減量化や資源の再利用に関する実践活動及び啓発普及に貢
延岡市リサイクルプラザゲン丸館長 会長 献してきた。

（第３セクター） 延岡市ごみ減量化対策モデル
地区部会会長

鹿児島 個人 石井 勲（７６歳） 日本環境整備教育センター主 多年にわたり、水の学術研究を行い、高性能水循環システムの開発
い し い いさを

福岡県久留米市西町１０３９－２ 任研究員 を図るとともに、大学内では「暮らしの中の水」の夏期講習を実施

第一工業大学教授 久留米大学医学部環境衛生学 し、地域の水環境保全に努めている。
講座講師 また、勤務先の大学所在地である国分市の環境対策審議会委員や居

国分市環境対策審議会委員 住地である久留米市の環境保全審議会会長も務め、地域の環境保全に
久留米市環境対策審議会会長 大いに尽力している。

（９）


